
事業名【文京区学生と創るアグリイノベーション事業】

事業概要・内容
令和３年度から５年度までを事業期間として、事業に

参加している大学が農業分野の課題を題材に、各テーマ
に沿った研究を進める上で必要な実践の場を提供してお
り、将来的に地域農業の維持・発展に向けた高付加価値
化や労働生産性の向上に向けた取組を推進する事業であ
る。

現状・背景・課題
現状は玉山地域での活動に留まっており、令和６年度

以降も継続して事業を進めるとともに、市全域を舞台と
した農林業課題の抽出や、課題解決に向けた取組を推進
していく必要がある。

事業費 3,596千円（ふるさと納税活用額 3,588千円）

令和４年度盛岡市ふるさと納税活用事業

（様式第１号）

事業スキーム・写真

事業実績・成果
・もりおか短角牛の振興に向けたモニターツアーの実施。
・鴈喰豆の販売促進に向けた食品パッケージの開発や生
産者の負担軽減を目的とした機器開発。

・日本型直接支払制度やスマート農業技術を活用した経
営支援策の検討。

・新規就農者が栽培するイチゴを用いた加工食品のメ
ニュー開発や、ECサイトを活用した商品販売等の支援。

意欲的な担い手への支援
地域農業の

生産性等の向上

地域農業の

産業競争力強化

玉山地域の農業の

持続可能性の向上

地域課題と大学の研究シーズのマッチングによる課題解決

地域調査 課題検証
農業課題の解決・
農業の未来の検討

課題抽出 仮説構築・検証 仮説実証 成果の公表

社会課題
+

解決手段の明確化
➢ 地域の現状
➢ 地域の強み・弱み
➢ 地域の想い 等

もりおか短角牛の振興策
に係る調査・連携

雁喰豆の振興策に係る
調査・連携

総括的な玉山地域の
農業分析

新規就農者の経営体分析
に係る調査・連携

跡見学園女子
大学

拓殖大学

東京大学

東洋大学

①仮説構築

②検証

③実証
生産性・
付加価値
化の向上

１年ごとのＰＤＣＡサイクルで３年間の研究を深堀していく予定


